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業の皆様、毎日
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用いただき、ま

技
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て
な

術を育て上げ、皆様方の事
名古屋の持続的発展につな
います。そのために、工業
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所 長
業展開と産業技術都
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研究所は以下のよう
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工業研究所は地域中小企業
す。したがって、皆様の生
る技術課題を解決するため
みます。しかし、中小企業
り、生き抜くためには他と
発が不可欠です。工業研究
をしようとする企業等とと
ーワン技術の開発に取り組

の皆様とともにあり
産活動に伴って生起
、親身になって取り
は厳しい競争の中に
差別化できる技術の
所は積極的に技術開
もにそれぞれのオン
みます。工業研究所

るとこ
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力をあ
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どよろ
さて
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裾野の
とに喜

ろです。不慣れでもあり、
けすることも多々あるかと
げて職責を全うしたいと考
の心をもって、そしてご指
しくお願い申し上げます。
、去る 月 日に発表され
企業の景況感はさらに好転
広がりを裏付ける結果とな
ばしい限りですが、中小製

皆様にはご迷惑
思いますが、全
えていますので、
導、ご鞭撻のほ

た日銀短観によ
し、景気回復の
りました。まこ
造業を取り巻く

を
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あ
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あ
技
都
目

信頼し、ご利用いただく中
とって大切なお客様です。
工業研究所はまた、地域に
る中核研究機関でありたい
の技術分野なら誰にも負け
るコア技術を確立していき
術に基づいた、ものづくり
市、名古屋に相応しいオリ
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小企業の皆様は私達

根ざした頼りがいの
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ジナル技術の発信を
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技術環
部品調
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て浮か
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ての役
皆様方
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達の増大、中国の激しい追
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研究所は地域中小製造業の
割を一層鮮明にし、技術的
をサポートしていきたいと
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よび海外からの
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く説明することを責務と考
効率的で効果的に行われる
げ、中小企業皆様の期待に
うぞ、今後とも工業研究所
お願いし、所長就任のごあ

民に向けてわかりや
えます。また、業務
評価システムを作り
応えたいと思います。
をご活用いただくよ
いさつとします。
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製品の作り損ないを“おし
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されています。

の歴史は古く、紀元前

ります。また、
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ように
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年頃といわれています
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た多くの技術と偶然に発見
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る必要があります。しかし
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新技術に関しては、社団法
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た、欠陥の低減などを

空状態に制御するこ
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人日本鋳造工学会を
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に関し

があり

力、低

鋳物の

械、土

野で用

ても、素材や用途に応じた
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加工

成 年

試験・分析等依頼業

計測研究室の試験・分析な

度から平成 年度について

務

ど依頼業務の平

紹介します。 古

を

利用企業の所在地は、名古
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した強
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成
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的に当所のような信頼でき
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上記に関連して成績書の交
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際に、測定データを
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る外部機関でチェッ

付数をみますと、平
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企
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年間

れた企
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企業数は、重複を除くなど
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業は 社、 年のうち 年
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合が実施する技術研修の講
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頂

社員の社内研修に出かける
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以上、今回は当研究室の過

業務について紹介しました

興会の設備拡充補助により

が一層充実し、今まで以上

けるものと期待しています

など様々な形でご利

去 年間の有料の依
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依頼業

す。機

業が多

学系の

用企業の業種・所在地など

業務の内容にも記しました

務は、精密測定と音響振動

械金属関係の製造業と輸送

いのですが、プラスチック

企業の利用も少なくありま

について

が、当研究室の

測定が過半数で

用機械器具製造

やゴムなどの化

せん。

は

す

サ

ご

技術相談、受託研究、加工

る研修などを通じて中小企

ポートを実施していますの

利用下さいますようご案内

（加工計測研究

技術コースを始めと

業の方々への技術的

で、これまで以上に

申し上げます。

室長 近藤 広文）
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